
モデル事業名 空き家、休遊農地の利用等地域資源を生かした限界的集落からの脱却

対象地域 静岡県島田市川根町笹間地区

今年度の主な取組

①空き家、休遊荒廃農地の調査や利用の仕組みを確立し、利用を促進
する。
②神楽の承継を始め、地区に伝わる行事、伝統文化を調査し、復活させ
他の地域資源と併せてふるさと体験のメニューを作成する。
③都市部に暮らす地区出身者も参画した人的資源の活用のシステムを
構築し、関係者に対してアンケートを実施してアイデア等を集積する。
④川根温泉等近隣施設や大井川鐵道が運行するＳＬ、伊久美地区等隣
接地区とも連携をとった体験ツアー商品をつくり、積極的に情報発信す
るとともに、モニターツアーを実施する。
⑤これらをとりまとめ、推進するためプロジェクト推進会議を設置し、関
係者の協力と住民の意欲を喚起するためフォーラムを開催する。

  笹間地区は面積60ｋ㎡の農山村であるが、基幹産業である林業、茶業
等の衰退により人口流出が著しく、昭和30年に2,300人あった人口は、平
成15年617人、平成19年3月には540人となっている。また高年齢率は現
在46％と限界集落を目前にしている。さらに平成19年4月には、同地区
にあった笹間小学校、笹間中学校が同時に廃校となり住民のまちづくり
への意欲が低下してきている。
  一方、豊かな自然資源や伝承されている笹間神楽、地区に伝わる田
舎の暮らしや文化、人材等の地域資源を生かし、空き家、休遊荒廃農
地、廃校舎、人的資源等を利用した定住、交流人口の増加を図り、地区
の活性を図る。

活動概要

　平成２０年度　「新たな公」によるコミュニティ創生支援モデル事業　



活動結果

①地元意識の変化と連帯
 　体験モニターツアーやフォーラムの実施では、来訪者の参加状況や体験交
流などの目に見える形の活動成果により、興味や潜在していた地元意識が芽
生え始めた。「もてなし」については、原価とのバランスをとるよう、提供する
サービス内容の検討が今後の課題として挙がった。
　 また、活動実施により今回の活動参加者の意識がまとまり、連帯感が芽生
えた。
②企画・運営していく法人組織の設立予定
 　活動を通じ、法人組織の必要性が課題となり、特定非営利活動団体や任意
市民活動団体等の有志を中心に、山村都市交流センターの企画運営に賛同
する人たちで、「企業組合くれば」を設立することとなった。
③地元、行政、関係機関との活動協働
　活動実施においては、それぞれの専門性や役割を対等な立場において合意
し、分担しながら活動を実施することができた。
④活動内容の成果
 　地域資源や空き家、休遊農地の把握と整理ができ、これらの情報提供が可
能となり、体験プログラムへの反映ができた。その中から、竹ホタル等のモニ
ターツアーを実施し、来年度取り組む課題が新たに見つかった。
　　文化財についても分布や資料整理ができたため、特に神楽については後継
者の確保、情報発信を行っていく。
　　フォーラムやアンケート調査実施により、地域内外住民の体験活動等への
協力的な意向を把握できた。特に、フォーラムでは地域資源として森や笹間川
などの自然環境や地元食材の食に加え、地元の人柄も地域の貴重な資源で
あるとの多くの意見があった。フォーラム実施により新たに分かった「食」「人
材」という地域資源をどのように活用するのかが次の課題となった。先進都市
北杜市への視察実施では、農地の年間借地や体験プログラムなど実施方法
のヒントを得ることができ、来年度の体験プログラム充実に取り込んでいく。

当初予想していな
かった効果

   地域資源を活かした交流人口の増加を図るため、各種の調査等を実施してその仕
組みや手法を検討してきたが、そのプロセスの中で、未利用のままになっていた旧笹
間小学校が「山村都市交流センター」として整備され、平成２１年度に開館することに
なった。その協力・支援組織、さらには平成２２年度からの指定管理者となることを視野
に入れた組織の設立について、協議検討が行われ「企業組合」の設立に向けて準備
が進められている。
   このように、この事業を契機にして具体的な地域活性化を目指した組織が設立され
る気運が高まり、具体的になったことは想定以上の成果であったと言える。なお、３月１
９日「企業組合くれば」の創立総会が開催され、各種体験ツアーの実施や農林産物の
販売等も行っていくこととなった。とかく地域活性化の取組みは、実践・成果の点では
抽象的になりがちななか、具体的な事実の積み重ね、小さな成功を目指した取り組み
がこのような結果を招いたものであると感じている。

実施状況（写真）

▲竹ホタル作成の様子　▲竹飯づくりの様子　　　　▲フォーラムの様子
応募団体名 特定非営利法人 森づくりＳ川根・ＮＰＯ
リンク http://www.sasama-npo.jp/
部局／担当者名 理事　　北島　　享
連絡先 （０５４７）５４－００１５
推薦市町村名 静岡県島田市


